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｢三本の川 (木曽三川)｣ に、

平成2 4年4月 開校-- … [ ( [ ‐‐ …‐ ･ ･ - - この学校で身につけた生きる力で広い社会へ自立し
宿泊学習 5 月 (小学部、 中学部)
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てほしいという願いを込めています。

9月 (高等部) 校章は北勢きらら学園の卒業生、 近藤敦也さんが

修学旅行 10月 (高等部) デザインしました。近藤さんは在学中に自らが代表を

1 1月 (小学部、中学部)
務めたグループの作品が ｢G 8北海道洞爺湖サミット｣ 三重県では“知的障がいのある児童生徒の増加に対応するため、 ｢県立特別支援学校

文 化 祭 ー0月 のロゴマ- クに採用され、 現在もマ- クやボスタ- デ 整備第一次実施計画｣ に基づき、桑員地域に県立特別支援学校の整備を進めています。
ザイン活動を続けておられます。

旧県立桑名高等学校衛生看護分校の敷地に知的障がい教育部門を担う、小学部、
中学部、 高等部の特別支援学校を平成 24 年 4 月に開校します。
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桑員地域初の特別支援学校として、児童生徒一人ひとりの社会的な自立を支援する教育r ･ ◎ ⑰
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を地域と連携して推進すると共に、地域の特別支援教育のセンター的機能を果たします。
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一人でも多くの就労希望の実現を目指し、早期からのキャリア教育に取り組みます。また、
高等部には 職業生活自立コース｣ を設置し、 地元企業の協力を得て現場実習を充実至 □、 □ 、 、

名 させます。　 　 　　
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地域との協働、 地元の人材活用に取り組み、地域に開かれた学校づくりを目指します。＼阿下 司 多度朝 長島支所 譲 茅雙
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桑名 主ロロテ“バス(K バス) 北部ル ネ 尾弓田下車徒歩3分 セセ貧 し .

　　　　　　
　 　　　　

@ 8短慮 JR .近鉄桑名駅西□下車 徒歩15分
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地域と共に社会で活躍できる人材を育てま薪

璽児童生徒一人ひとりのニーズに

応じた、 卒業後の自立を見据え

た効果的な支援
刊キャリア教育を中心に据えた /

…! * 特別支援学校における小中高一貫した教育課程
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■児童生徒の実態に即したグルー 菱卒業後の社会的自立に必要な 将来、 職業人としてだけでは

薩鱗蔓穿 ! ‘礎勢締樫纈炙
一人ひとりの＼ ラミジテルズ約鷲盪諭 叢差溝鰹謎凝

聯関寮剪% 裔離船では曲 目立支援 如誠 券箋期孫講義懇を主体的に考え、 進路を選択
する力を障がいの特性や発達
段階に応じて育成する。社会参加を目指す教育の推進

学校運営協議会やキャリアサ

ポート協議会 仮称) による
地域との連携強化 -‘、へ、一-- --二.ぐ▲【〆そ
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早期からの職場実習の実施

高等部職業生活自立コースに

地域清掃、 地域での販売体験
等、 地域学習の推進

地域こ開かれた学校つくりを 幽晦熱さ, 羸勢薄暮疑
は終日 ｢職業J の授業日を週

目指し、 地域住民との交流の
1 回設定 (高 2、 3 は校外での実習)

推進
作業学習 (中学部から導入)

頬臟飜肢群枇 翼に 窃 彎 署 食“加工ビ " " '‘･
一 さ 、 農業 ･ものづくり

して特別支援教育のセンター

的機能の充実
(授業公開 ･公開研修 ･訪問支援)

作業集中週間の実施

　　　　　　

･小学洋 教育課程
-り

■中学部 教育課程
"

■高等部 社会生活自立コース教育課程
“
■高等部 職業生活自立コース教育課程
月 I 火 水 木 金

ノ 自立舌動 (着替え朝の会リズミッの

職業B

自立活動

2 国語 - 数学 国語 数学

3
一
4

作業学習 職業A 職業A

給食 休憩 給食 ･休憩

5 理科 社会 音楽 H R

6
ー
7
美術 保体 家庭 総合

帰りの会 帰りの会

月 - 火 i 水 - 木 I 金
メ 日常生活の指導 (着替え ･朝の会 ･リズミック)

2 国語 ･数学

3 作業学習

4 作業学習 (課題学習 ･自立活動など)

5 日常生活の指導 (配膳 給食など)

6 音楽 i 保体 ! 家庭 - 美術 総合

7 自立活動 特活

帰りの会

月 - 火 I 水 l 木 - 金
ノ 日常生活の指導 (着替え .朝の会 ･リズミック)

2 国語 ･数学 生活単元学習/

職業 ･家庭3 生活単元学習/ 作業学習

4 日常生活の指導 (配膳 斎合食など)

5 体育 i 音楽 総合 体育 美術

6 自立活動 特活 自立活動

7 日常生活の指導 (着替え リ語りの会など)

月 " 火 l 水 l 木 金
′ 日常生活の指導 (着替え ･朝の会 個 別指導)

2
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国語 ･算数 ･自立活動 ･遊びの指導

生活単元学習 ･音楽 ･図工 体育
生活

4 日常生活の指導 (給食)
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自立活動/ *

7 日常生活の指導 (着替え リ帰りの会など)

*学年により授業時数が異なるためスクールバス発車までの待機時間 *小中学部は学習グループで時間割が異なります


